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第４期北九州市障害福祉計画の目標等の管理シート 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部

成果目標 （１）福祉施設の入所者の地域生活への移行 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

目標値

○平成２９年度末までの目標値

平成 25 年度末時点の施設

入所者 A 
１,４４１人

Ⅰ 平成 29 年度末までに

地域生活に移行する

人数 

１６０人以上
平成 25年度末時点の
施設入所者数 Aの 11.1%以上

Ⅱ 平成 29 年度末までの

施設入所者の減員数 B 
５８人以上

平成 25 年度末時点の施設入所
者数   Aの 4%以上

平成 29 年度末時点の施設

入所者数 A－B 
１,３８３人以下

【目標値の推計】 

・国の指針を参考に、本市の実情等考慮し、数値目標を設定

 ①地域生活へ移行する人数については、本市における過去の実績で算出した数値に、

前計画で平成 26年度末までに達成されないと見込まれる数値を加えて設定
 ②施設入所者の減員数については、本市における過去の実績を踏まえて設定

○実施状況[各年度３月末時点] 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

Ⅰ 各年度末までに地域

生活に移行した人数 
４９人 人 人

Ⅱ 各年度末までの施設

入所者の減員数 C 
１３人 人 人

各年度末時点の施設 

入所者数 A－C 
１，４２８人 人 人

【参考】第３期計画での実績

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 目標値

（H２６）
Ⅰ 各年度末までに

地域生活に移行し

た人数

２５２人 ２６３人 ２８０人 ３３０人

Ⅱ 各年度末までの

施設入所者の減員

数 B 
１５５人 １７９人 １２０人 １４８人

各年度末時点の施設

入所者数 A－B １,４６５人 １,４４１人 １,５００人 １,４２７人



2 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

活動指標

（内容）

○活動指標等の一覧  

[見込：各年度の月平均、実績：各年度３月の月間利用実績] 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

施設入所支援 利用人数
見込 1,413人 1,399人 1,383人
実績 1,490人

共同生活援助 利用人数
見込 928人 1,004人 1,086人
実績 1,040人

短期入所 

サービス量
見込 2,449人日 2,715人日 3,015人日
実績 3,091人日

利用人数
見込 345人 372人 402人
実績 460人

相談支援 
（地域移行支援）

利用人数
見込 24人 26人 30人
実績 40人

相談支援 
（地域定着支援）

利用人数
見込 85人 92人 100人
実績 59人

生活介護 

サービス量
見込 51,763人日 52,786人日 53,828人日
実績 57,911人日

利用人数
見込 2,783人日 2,838人 2,894人
実績 2,866人日

就労移行支援 

サービス量
見込 7,352人日 8,719人日 10,085人日
実績 6,342人日

利用人数
見込 425人 504人 583人
実績 370人

就労継続支援 A 型

サービス量
見込 17.922人日 20,440人日 23,868人日
実績 17,695人日

利用人数
見込 882人 1,002人 1,170人
実績 862人

就労継続支援 B 型

サービス量
見込 35,716人日 38,671人日 42,453人日
実績 34,376人日

利用人数
見込 1,813人 1,963人 2,155人
実績 1,915人

自立訓練 

（機能訓練） 

サービス量
見込 278人日 299人日 321人日
実績 261人日

利用人数
見込 13人 14人 15人
実績 13人

自立訓練 

（生活訓練） 

サービス量
見込 2,868人日 2,917人日 2,917人日
実績 2,640人日

利用人数
見込 176人 179人 179人
実績 167人
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評価（Ｃ） 

【目標等を踏まえた評価、

改善方策】 

協議会等意見 

【評価等に対する意見】 

改善（Ａ） 

【次年度における取組等】

Ｈ２７年度 

地域生活に移行した人数

及び施設入所者の減員数

は目標値を下回っている。

主な要因としては、障害支

援区分の高い施設入所者

が多い事や家族等の介護

者の高齢化などが考えら

れます。

今後も地域における受け

皿づくりや相談支援体制

の充実、ならびに訪問・日

中系サービスのより一層

の充実を図ります。

Ｈ２８年度 

Ｈ２９年度 



1 

第４期北九州市障害福祉計画の目標等の管理シート 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部

成果目標 （２）入院中の精神障害者の地域生活への移行 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

目標値

○平成２９年度末までの目標値 

Ⅰ 入院後３ヶ月時点の

退院率 
５８%以上

Ⅱ  入院後１年時点の

退院率 
８８%以上

Ⅲ １年以上の在院者数 
１３%以上

平成 24 年 6 月末時点からの
減少率

【目標値の推計】 

・国の指針を参考に、本市の実情等考慮し、数値目標を設定

 ①入院後 3ヶ月時点及び入院後 1年時点の退院率については、「6月 30日調査」の
データを基に、本市における過去の実績で算出した数値に、国が同じく算出した

データを基に増加させた割合を乗じて設定

 ②1年以上の在院者数の減少率については、「6月 30日調査」のデータを基に、国が
過去の実績で算出した数値と同じく、本市のデータから算出した数値を設定

○実施状況[各年度３月末時点] 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

Ⅰ 入院後３ヶ月時点の

退院率 
５６% % % 

Ⅱ 入院後１年時点の 

退院率 
８６% % % 

Ⅲ １年以上の在院者数 
５% % % 



2 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

活動指標

（内容）

○活動指標等の一覧

[見込：各年度の月平均、実績：各年度３月の月間利用実績] 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

共同生活援助 利用人数
見込 928人 1,004人 1,086人
実績 1,040人

短期入所 

サービス量
見込 2,449人日 2,715人日 3,015人日
実績 3,091人日

利用人数
見込 345人 372人 402人
実績 460人

相談支援 
（地域移行支援）

利用人数
見込 24人 26人 30人
実績 40人

相談支援 
（地域定着支援）

利用人数
見込 85人 92人 100人
実績 59人

就労移行支援 

サービス量
見込 7,352人日 8,719人日 10,085人日
実績 6,342人日

利用人数
見込 425人 504人 583人
実績 370人

就労継続支援 A 型

サービス量
見込 17.922人日 20,440人日 23,868人日
実績 17,695人日

利用人数
見込 882人 1,002人 1,170人
実績 862人

就労継続支援 B 型

サービス量
見込 35,716人日 38,671人日 42,453人日
実績 34,376人日

利用人数
見込 1,813人 1,963人 2,155人
実績 1,915人

自立訓練 

（生活訓練） 

サービス量
見込 2,868人日 2,917人日 2,917人日
実績 2,640人日

利用人数
見込 176人 179人 179人
実績 167人



3 

評価（Ｃ） 

【目標等を踏まえた評価、

改善方策】 

協議会等意見 

【評価等に対する意見】 

改善（Ａ） 

【次年度における取組等】

Ｈ２７年度 

・入院後３ヶ月時点の退院

率と、１年時点の退院率

は着実に目標値へ近づ

いています。

・１年以上の在院者数は、

目標値との開きが大き

いため、地域移行連携協

議会での取り組み（研修

会等による精神科病院

への働き掛け）を強化し

ます。

Ｈ２８年度 

Ｈ２９年度 
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第４期北九州市障害福祉計画の目標等の管理シート 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部

成果目標 （３）地域生活支援拠点等の整備 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

目標値

○平成２９年度末までの目標値 

地域生活支援拠点等 

の整備 
１箇所

地域生活支援拠点又は面的な

体制

【目標値の推計】 

・地域生活支援拠点等（地域生活支援拠点又は地域における複数の機関が分担して機

能を担う体制（面的な体制））について、平成 29年度末までに少なくとも 1箇所を
整備するという国の指針に基づき、設定

○実施状況[各年度３月末現在] 

 Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

地域生活支援拠点等 

の整備 

０箇所

主な活動

指標（内

容）
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評価（Ｃ） 

【目標等を踏まえた評価、

改善方策】 

協議会等意見 

【評価等に対する意見】 

改善（Ａ） 

【次年度における取組等】

Ｈ２７年度 

地域生活支援拠点の整備

にはどの様な地域資源が

必要か明確にする必要が

あるため、他都市の動向等

の情報収集を行いました。

今後は、現在ある地域資源

の整備状況をふまえ、どの

様な整備が必要か各都市

の状況も見ながら検討し

ます。

Ｈ２８年度 

Ｈ２９年度 



1 

第４期北九州市障害福祉計画の目標等の管理シート 

担当部局 保健福祉局 障害福祉部

成果目標 （４）福祉施設から一般就労への移行促進 

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

目標値

○平成２９年度末までの目標値 

Ⅰ 一般就労移行者数 ２倍以上
Ｈ２４年度： ７６人

→Ｈ２９年度：１５２人以上

Ⅱ 就労移行支援事業 

の利用者数 
６割以上増加

Ｈ２５年度末：３６４人

→Ｈ２９年度末：５８３人以上

Ⅲ 就労移行支援事業所 

 の就労移行率が３割

以上の事業所 

全体の５割以上

【目標値の推計】 

・Ⅰについては、国の指針を参考に就労移行支援事業所数や利用者の増加、北九州障

害者しごとサポートセンターが実施する「障害者就労プロモーター事業」の定着に

より、一般就労移行者数が着実に拡大している本市の実情等を考慮し、数値目標を

設定

・Ⅱについては、国の指針を参考に、就労移行支援事業所数や利用者の増加などの本

市の実情等を考慮し、数値目標を設定

・Ⅲについては、国の指針を参考に、本市の就労移行率の実績（平成 25年度：約 47%）
などの本市の実情等を考慮し、数値目標を設定

○実施状況 [各年度３月末現在] 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 

Ⅰ 一般就労移行者数    １０６人 人 人

Ⅱ 就労移行支援事業 

の利用者数 
３７０人 人 人

Ⅲ 就労移行支援事業所 

 の就労移行率が３割

以上の事業所 

全体の３割 全体の  割 全体の  割

【参考】第３期計画での実績

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 目標値

（Ｈ２６）

一般就労移行者数 ７６人 １１０人 １００人 ４８人

活動指標

（内容）

○活動指標等の一覧  

[見込：各年度の月平均、実績：各年度３月の月間利用実績] 

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

就労移行支援 

サービス量
見込 7,352人日 8,719人日 10,085人日
実績 6,342人日

利用人数
見込 425人 504人 583人
実績 370人



2 

評価（Ｃ） 

【目標等を踏まえた評価、

改善方策】 

協議会等意見 

【評価等に対する意見】 

改善（Ａ） 

【次年度における取組等】

Ｈ２７年度 

・就労移行支援事業所数や

利用者の増加により、一般

就労移行者が着実に増え

ています。

Ｈ２８年度 

Ｈ２９年度 



担当部局

目標値

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

見込 ５１，７６３人日 ５２，７８６人日 ５３，８２８人日

実績 ５４，８９１人日

見込 ２，７８３人 ２，８３８人 ２，８９４人

実績 ２，８１５人

見込 ２７８人日 ２９９人日 ３２１人日

実績 ２５２人日

見込 １３人 １４人 １５人

実績 １３人

見込 ２，８６８人日 ２，９１７人日 ２，９１７人日

実績 ２，６７９人日

見込 １７６人 １７９人 １７９人

実績 １７３人

見込 ７，３５２人日 ８，７１９人日 １０，０８５人日

実績 ６，１６６人日

見込 ４２５人 ５０４人 ５８３人

実績 ３７１人

見込 １７，９２２人日 ２０，４４０人日 ２３，８６８人日

実績 １７，０９７人日

見込 ８８２人 １，００２人 １，１７０人

実績 ８５２人

見込 ３５，７１６人日 ３８，６７１人日 ４２，４５３人日

実績 ３１，６８７人日

見込 １，８１３人 １，９６３人 ２，１５５人

実績 １，８５４人

見込 ２８１人 ２８１人 ２８１人

実績 ２７８人

見込 ２，４４９人日 ２，７１５人日 ３，０１５人日

実績 ２，７７４人日

見込 ３４５人 ３７２人 ４０２人

実績 ４３０人

見込 ９２８人 １，００４人 １，０８６人

実績 １，０１２人

見込 １，４１３人 １，３９９人 １，３８３人

実績 １，４９１人
施設入所支援 利用人数

利用人数

就労移行支援

サービス量

利用人数

(３)居宅系サービス　※利用人数：各年度の月平均利用人数（人/月）

第４期北九州市障害福祉計画の目標等の管理シート

保健福祉局　障害福祉部

サービス量

短期入所

４０，３３４時間

居宅介護

― （５）その他の活動指標

就労継続支援（A型）
《雇用型》

サービス量

利用人数

生活介護

サービス量

利用人数

自立訓練
（機能訓練）

１，９９３人

重度障害者等包括支援 実績 １，７４１人

同行援護

行動援護
利用人数

４４，４３１時間
重度訪問介護

実績

下記　活動指標の見込量のとおり

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

活動指標
（内容）

就労継続支援（B型）
《非雇用型》

サービス量

利用人数

見込 １，７４３人 １，８６２人

サービス量
見込 ４０，７４２時間 ４２，５１４時間

○活動指標の一覧

利用人数

(２)日中活動系サービス　※サービス量：各年度の月平均利用時間数（月平均利用人数×一人当たりの
月平均利用日数）、利用人数：各年度の月平均利用人数（人/月）

(１)訪問系サービス
※サービス量：各年度の月平均利用時間数（時間/月）、利用人数：各年度の月平均利用人数（人/月）

サービス量

利用人数

自立訓練
（生活訓練）

サービス量

利用人数療養介護

共同生活援助
（グループホーム）

利用人数



見込 ７，４６２人日 ８，１４０人日 ８，４６７人日

実績 ８，２００人日

見込 ５５３人 ６００人 ６２１人

実績 ６４５人

見込 １３，１０５人日 １５，５７１人日 １７，８３７人日

実績 １４，８６５人日

見込 １，１２７人 １，３１６人 １，４８２人

実績 １，２６５人

見込 １９６人日 ２２５人日 ２５９人日

実績 ８３人日

見込 １４２人 １４２人 １４２人

実績 ７４人

見込 ７８人 ８０人 ８４人

実績 ６９人

見込 ２７人 ２７人 ２７人

実績 ２８人

見込 ８，６５７人 ８，９９１人 ９，３９４人

実績 ６，４１８人

見込 ２４人 ２６人 ３０人

実績 ４０人

見込 ８５人 ９２人 １００人

実績 ５９人

見込 １，５７８人 １，８１１人 １，９８１人

実績 １，３３９人

見込 １箇所 １箇所 １箇所

実績 １箇所

見込 有 有 有

実績 有

見込 有 有 有

実績 有

見込 有 有 有

実績 有

見込 １２人 １３人 １４人

実績 ８人

見込 有 有 有

実績 有

見込 ２箇所 ２箇所 ２箇所

実績 ２箇所

見込 １，２６０人 １，４１５人 １，５９０人

実績 １，０１１人

見込 ７箇所 ７箇所 ７箇所

実績 ６箇所

見込 １０箇所 １０箇所 １０箇所

実績 ９箇所

見込 ２０人 ２０人 ２０人

実績 17人

(７)地域生活支援事業

　①相談支援事業

　②発達障害者支援センター運営事業　※利用人数：各年度の利用人数（人/年）

　③障害児療育支援事業

　④地域生活支援センター

　⑤福祉ホーム

箇所数

成年後見制度法人後見
支援事業

有無

発達障害者支援セン
ター運営事業

箇所数

利用人数

障害児等療育支援事業 箇所数

地域活動支援センター

サービス量

福祉ホーム 利用人数

(４)児童福祉法に基づく障害児支援　※サービス量：各年度の月平均利用日数（月平均利用人数×一
人当たりの月平均利用日数）、利用人数：各年度の月平均利用人数（人/月）

(５)相談支援（計画相談支援、地域相談支援）　※利用人数：各年度の計画策定人数（人/年）

(６)障害児相談支援　※利用人数：各年度の計画策定人数（人/年）

地域移行支援 利用人数

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

活動指標
（内容）

放課後等デイサービス

サービス量

利用人数

保育所等訪問支援

サービス量

住宅入居等支援事業
（居住サポート事業）

有無

成年後見制度利用支援
事業

利用人数

地域定着支援 利用人数

障害児相談支援 利用人数

障害者相談支援事業
（障害者基幹相談支援
センター）

箇所数

有無

基幹相談支援センター
等機能強化事業

有無

児童発達支援

サービス量

利用人数

利用人数

医療型障害児入所支援 利用人数

計画相談支援

利用人数

福祉型障害児入所支援



見込 １３５件 １４９件 １６４件

実績 １０１件

見込 ４６５件 ４８６件 ５０７件

実績 ４０６件

見込 ３５８件 ３６６件 ３７４件

実績 ３０５件

見込 ３８０件 ３９５件 ４１０件

実績 ３９２件

見込 １０，９９９件 １１，２２０件 １１，４４６件

実績 １０，９５５件

見込 ３８件 ３９件 ４０件

実績 ２８件

見込 ８８，５０４時間 ８９，７５８時間 ９１，０３４時間

実績 90,648時間
見込 ５６９人 ５７３人 ５７７人

実績 591人

見込 ６，１７３回 ６，２８２回 ６，３９５回

実績 5,473回

見込 １４８人 １５０人 １５２人

実績 １３６人

見込 ２２件 ２３件 ２４件

実績 ２２件

見込 ２４件 ２５件 ２６件

実績 ２５件

見込 ３，７２１件 ３，９０７件 ４，１０２件

実績 ３，２６８件

見込 ２４０件 ２５２件 ２６５件

実績 ２５８件

見込 １３８件 １４５件 １５２件

実績 ２０６件

見込 ５５５人 ５８３人 ６１２人

実績 ５７６人

見込 １７箇所 １８箇所 １９箇所

実績 ２１箇所

見込 １７人 （１７人） １８人

実績 １１人

見込 １０人 （１０人) １１人

実績 １１人

見込 ７６人 ８０人 ８４人

実績 ９１人

見込 ８人 ９人 １０人

実績 ２１人

見込 １６人 （１６人） １７人

実績 ８人

見込 １４人 （１４人） １５人

実績 １３人

見込 ８人 ９人 １０人

実績 ９人

計
画
（
Ｐ
）
→
実
施
（
Ｄ
）

活動指標
（内容）

　⑦移動支援事業
　※サービス量：各年度の延べ利用時間（時間/年）、利用人数：各年度の月平均利用人数（人/月）

　⑧日中一時支援事業(日帰りショートステイ事業)
　※サービス量：各年度の延べ利用回数（回/年）、利用人数：各年度の月平均利用人数（人/月）

　⑨自動車運転免許取得・改造助成事業　※サービス量：各年度の延べ利用件数（件/年）

　⑩意思疎通支援事業

　⑪スポーツレクリエーション教室開催等事業

　⑫奉仕員養成研修

盲ろう者通訳・ガイド
ヘルパー養成事業

養成人数

パソコンサポーター養
成・派遣事業

養成人数

要約筆記者養成事業 養成人数

改造助成 サービス量

手話通訳者派遣事業 派遣件数

要約筆記者派遣事業 派遣件数

盲ろう者通訳・ガイド
ヘルパー派遣事業

派遣件数

障害者スポーツ大会 参加人数

運転免許取得助成 サービス量

住宅改修費 利用人数

移動支援事業

サービス量

利用人数

日中一時支援事業（日
帰りショートステイ）

サービス量

利用人数

在宅療育等支援用具

　⑥日常生活用具給付等事業　※給付又は貸与件数：各年度の年間件数（件/年）

給付又は貸
与件数

情報・意思疎通支援用
具

給付又は貸
与件数

排泄管理支援用具
給付又は貸
与件数

手話奉仕員養成事業 養成人数

手話通訳者養成事業 養成人数

障害者スポーツ教室 箇所数

点訳奉仕員養成事業 養成人数

朗読奉仕員養成事業 養成人数

介護・訓練支援用具
給付又は貸
与件数

自立生活支援用具
給付又は貸
与件数



H27年度

（１）訪問系サービス
当初目標に近い実績であり、今後も引き続き高いニーズがあると考えます。

（２）日中活動系サービス
全体的に順調なサービス利用が行われています。

【自立訓練・就労移行支援事業】
標準利用期間（2年間）があり、順次利用者が入れ替わるため、利用状況に変動が生じ
るため見込みを下回る要因の一つと考えられます。

【就労継続支援A型、就労継続支援Ｂ型】
見込を下回っていますが、順調に増加となっています。

（３）居宅系サービス
全体的に順調なサービス利用が行われています。

(４)児童福祉法に基づく障害児支援
全体的に順調なサービス利用が行われています。

【保育所等訪問支援】
一人ひとり時間を掛け丁寧に対応した結果、見込みを下回る要因の一つと考えられま
すが、全体的には順調に支援事業は行われています。

（５）相談支援
【計画相談支援】
見込量は、全障害福祉サービスの支給決定者数を対象者とし、全員が計画相談支援
を利用することを指標としています。
平成27年度末現在の対象者は8,788人で計画相談支援利用者は、6,418人（73％）と
なっているが、セルフプラン、介護ケアプランによる者も含めると8,452人（96.2％）であり
順調に推移しています。

【地域移行支援】
順調なサービス利用が行われています。

【地域定着支援】
支給決定者数は、見込量に達していないものの順調に推移しています。地域移行支援
が増加傾向にあるため地域定着支援についても今後増加していくものと推測されま
す。

（６）　障害児相談支援
【障害児相談支援】
見込量は、障害児通所支援の支給決定者数を対象者とし、全員が障害児相談支援を
利用することを指標としています。
平成27年度末現在の対象者は2,059人で障害児相談支援利用者は、1,339人（65％）と
なっているが、セルフプランによる者も含めると2,059人（100％）であり順調に推移して
います。

次ページ　あり

評価（Ｃ）
【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】

協議会等意見
【評価等に対
する意見】

改善（Ａ）
【次年度にお
ける取組等】



次ページ　あり

H27年度

（７）地域生活支援事業
①　相談支援事業
全体的に順調なサービス利用が行われています。

【成年後見制度利用支援事業】
制度利用者数は、新たに開始した件数が8件で、昨年度から引き続き実施し申立を行
なった件数は、11件であり、順調に推移してきています。今後も制度を分かりやすく周
知し、成年後見制度の申し立てが必要な障害者を制度につなげられるよう務めます。

②　発達障害者支援センター運営事業
H27年度の目標数に達していませんが、外部から講師依頼を受けた研修はH26年度と
比べ４回多い３２回開催しています。また、研修の参加者延べ人数もH26年度から６２８
人増加した2,198人となっています。
普及啓発及び研修を行うことで、発達障害の理解が進み、「つばさ」以外の支援者、支
援機関が増加しており、その結果「つばさ」への相談は目標数まで達していない可能性
も考えられ、発達障害者支援全体を考えると、支援体制は向上していると考えられま
す。
引き続き、各種相談のほか、発達障害支援者の育成に力を入れていきます。

③　障害児等療育支援事業
 実施施設が１施設減少したものの、利用者は増加傾向にあり、順調に推移していると
考えます。

④　地域活動支援センター
当初目標に近い実績であり、一定の成果を得ていると考えます。

⑤　福祉ホーム
年度末における利用者数は目標とする値に対して未達成であるが、年度中途において
は目標に達している月もあり、全体としては概ね目標どおり達成していると判断します。

⑥　日常生活用具給付等事業
ほぼ見込量を達成しており、事業は順調に推移していると考える。これまで同様制度の
周知に努め、給付件数の増加を目指します。

⑦　移動支援事業
順調なサービス利用が行われています。

⑧　日中一時支援事業（日帰りショートステイ）
放課後等デイサービス等、法定サービスの充実により、利用実績は減少しているが、
事業は順調に推移していると考えます。

⑨　自動車運転免許取得・改造費助成事業
全体的に順調なサービス利用が行われています。

評価（Ｃ）
【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】

協議会等意見
【評価等に対
する意見】

改善（Ａ）
【次年度にお
ける取組等】



H29年度

H27年度

⑩　意思疎通支援事業
全体的に順調なサービス利用が行われています。

【手話通訳者派遣事業】
　平成２７年度の派遣件数は３，２６８人で、見込数：３，７２１人を下回っています。平成
２８年４月から施行された「障害者差別解消法」により、障害者の社会参加活動が活発
になることが予想され、派遣件数が増加する可能性があるため、今後も実績数の把握
に努めます。

⑪　スポーツレクリエーション教室開催等事業
全体的に順調なサービス利用が行われています。

⑫　奉仕員養成研修
全体的に順調なサービス利用が行われています。

【点訳奉仕員養成事業】
平成２７年度の修了者は１１人で、見込数：１７人を下回っています。引き続き、受講者・
修了者の確保のため、事業の周知を図っていきます。

【要約筆記者養成事業】
平成２６・２７年度の修了者数は８人で、見込数：１６人を下回っています。受講者・修了
者の確保のため平成２８年度からは、受講者の負担軽減を目的として、養成期間を従
来の２ヵ年から１ヵ年に変更して実施しています。

【盲ろう者通訳・ガイドヘルパー養成事業】
平成２７年度の修了者は１３人で、見込数：１４人を下回っています。引き続き、受講者・
修了者の確保のため、事業の周知を図っていきます。

H28年度

改善（Ａ）
【次年度にお
ける取組等】

協議会等意見
【評価等に対
する意見】

評価（Ｃ）
【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】


